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やはりガリ版刷 りの手作りの機関誌 『二瀬文化』を創刊している｡創刊号 (46年8月)｢巻


































されている｡ ｢創刊のことば｣は､苦しい生活のなかで ｢潤い｣と ｢お互いの文化的素養
の向上｣を求めることを謳い､読書欄では文化部蔵書のなかから､河上肇 『思い出』､野






















































































































































74年)､思想の科学研究会編 『共同研究 集団』(平凡社､1976年)､『広島県史 現代』
(1983年)､笹川孝一 ｢戦後社会教育実践史の研究(その1)農村文化協会長野県支部の実





(2)赤揮史朗 ｢戦中 ･戦後文化論｣(『岩波講座日本通史 近代4』1995年)､高岡裕之 ｢敗
戦直後の文化状況と文化運動｣(『年報日本現代史2号 現代史と民主主義』東出版､1
996年)｡































(ll)北河賢三 ｢戦時下の地方文化運動- 郡山翼賛文化協会を中心に- ｣(『社会科学
討究』第115号1994年3月)｡
















































ら感謝や訴えの郵便が相当数届いたとい う ｡ 牧野らは､これと併行して都内の母子寮や遺
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戦争犠牲者遺族同盟発行の機関紙 『戦争犠牲者』第1号 [p]は､6月1日付(タブロイ ド
版2頁)で発行されているが､ここには､｢独 り考-込んではゐられぬ/全国の戦争犠牲者










このほか､遺族同盟規約 ･綱領 ･行動綱領 (秦)､｢戦争犠牲者遺族の歌｣(-､あ 侵ゝ略














規約 ･行動綱領の審議につづいて､遺族年金制 ･軍事扶助法に代る援護法 ･生業資金貸付
法 ･援護施設の拡充強化 ･遺児育英資金国庫負担などを求める決議が挙げられた｡役員選







































































































































































































































































































































































れていたところもあっ た ｡ これによって､役場などの機関が遺骨出迎えや公葬をおこな
うことはできなくなったが､遺族が集まって実施することはできたので､そのために各地
(39)


































































































































































































































































































































































































































































































議会児童部長､全国授産事業連盟理事長をつとめ､母子寮 ･未亡人 ･母子福祉 ･保育
問題の専門家として活躍した｡
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